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はじめに

『Sun Ray Server Software 1.2 ご使用にあたって』では、Sun Ray™ Server Software
1.2の操作方法に関する情報を提供します。これらの情報は、現在のリリースでも有効
な Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 のドキュメントセットの内容を追補するも
のです。これらのドキュメントセットの 1.1 というバージョン番号を 1.2 に読み換え
てマニュアルをお読みください。

Sun Ray Server Software 1.2 の新機能は、次のとおりです。

� Solaris™ 8 オペレーティング環境との互換性
� マルチヘッド機能
� USB (Universal Serial Bus) プリンタデバイスクラスとアダプタで選択されるシリア
ルデバイス

� ローカル印刷機能

この製品に付属するマニュアルには、Solaris 2.6 と Solaris 7 オペレーティング環境の
サポートが記載されていますが、このリリースでは Solaris 8もサポートしています。

このマニュアルの構成
第 1章では、Sun Ray Server Software 1.2 の新機能について説明しています。

第 2章では、インストールおよびアップグレード関連の問題について説明していま
す。

第 3章では、管理ツールの新機能やコマンド行インタフェース用の新規コマンド、
ディスプレイ解像度の問題について説明しています。

第 4章では、マニュアルの誤記や変更箇所を訂正・追補しています。
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第 5章では、最新情報と既知の問題について説明しています。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、システムの起動や停止、デバイスの設定などに関する具体的な
ソフトウェアコマンドや手順を記述せずに、ソフトウェア上の作業だけを示すことが
あります。

これらの手順については、以下の資料を参照してください。

� オンライン AnswerBook™ (Solaris ソフトウェア環境について)

� システムに付属しているソフトウェアマニュアル

書体と記号について
このマニュアルで使用している書体と記号について説明します。

表 P-1 このマニュアルで使用している書体と記号

書体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレ
クトリ名、画面上のコンピュータ
出力、コード例。

.login ファイルを編集します。
ls -aを実行します。
% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面
上のコンピュータ出力と区別して
表します。

マシン名% su

Password:

AaBbCc123
またはゴシック

コマンド行の可変部分。実際の名
前や値と置き換えてください。

rm filename と入力します。
rm ファイル名と入力します。
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シェルプロンプトについて
C シェル、Bourneシェル、Kornシェルのデフォルトのシステムプロンプトとスー
パーユーザープロンプトを次の表に示します。

『』 参照する書名を示します。 『Solaris ユーザーマニュアル』

「」 参照する章、節、または、
強調する語を示します。

第 6章「データの管理」を参照。
この操作ができるのは「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキス
トがページ行幅をこえる場合に、
継続を示します。

% grep ‘^#define \

　 XV_VERSION_STRING’

表 P-2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

UNIX の Cシェル マシン名%

UNIX の Bourneシェルと Kornシェル $

スーパーユーザー (シェルの種類を問わない) #

表 P-1 このマニュアルで使用している書体と記号 (続き)

書体または記号 意味 例
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関連マニュアル

用途 タイトル Part No.

インストール Sun Ray Enterprise Server Software

1.1インストールマニュアル
806-1124-11

管理 Sun Ray Enterprise Server Software

1.1管理マニュアル
806-1119-11

管理 (上級) Sun Ray Enterprise Server Software

1.1管理マニュアル (上級編)

806-4219-10
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第1章

新しい機能

次のような Sun Ray™ Server Software 1.2の新しい機能を説明します。

� 1ページの「Solaris 8 ソフトウェアのサポート」
� 1ページの「マルチヘッド機能」
� 12ページの「指定周辺機器の USBサポート」
� 22ページの「スマートカードの追加サポート」
� 23ページの「フェイルオーバー—ユーザーの経験」

Solaris 8ソフトウェアのサポート
Sun Ray Server Software 1.2は、OCFのような Solaris 8のいくつかの機能を最大限に
利用することはありませんが、Solaris 8 の 32ビット版、64ビット版の両方でサポー
トされます。

マルチヘッド機能
Sun Ray Server Software 1.2 はマルチヘッド機能とマルチヘッドグループをサポート
します。マルチヘッドとは、複数のモニター上の画面で構成される 1つの大きなディ
スプレイです。1つのキーボードとマウスから制御される 2つ以上の appliance から
なるマルチヘッドグループは、Sun Ray 1、Sun Ray 100、Sun Ray 150 applianceで構
成できます。
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注 – 複数のバージョンが混在したフェイルオーバー環境、たとえば Sun Ray
enterprise server 1.1と 1.2が混在した環境では、マルチヘッド機能はサポートさ
れません。フェイルオーバーグループにあるすべてのサーバーは、Sun Ray
enterprise Server Software 1.2 にアップグレードする必要があります。

注 – マルチヘッド機能の使用には、フェイルオーバーグループ中に LDAPの複製が
必要となります。

注 – マルチヘッドが正しく機能するには、管理モードで設定する必要があります。
したがって、utmhconfigと utmhadmを実行する前に utconfigを実行する
必要があります。

Sun Ray Server Software 1.2 を使用すれば、マルチヘッドグループの作成や構成がで
きます。ユーザーが utxconfigを使用しない場合、デフォルトではユーザーがマル
チヘッドグループにログインするときに、そのグループで使用可能な最大数の画面を
使用したマルチヘッドセッションが取得されます。そのときの画面の解像度は、主
appliance のサポートする最大値に自動的に設定されます。

ユーザーは、utxconfig -m off を使用して、セッションごとに使用しないマルチ
画面を明示的に選択できます。また、utxconfig -R geometry を使用すれば、あ
るジオメトリにある特定の番号の画面を選択することも可能です。セッションごとに
使用しないマルチ画面を明示的に選択できます。1つのディスプレイ上に最大 16画面
を起動するセッションを設定できます。ユーザーはマウスやトラックボールなどのポ
インティングデバイスを使用してこれらの画面を操作できます。

マウスを動かして 2つの画面間の縁を越えると、前の画面が次の画面に置き換わりま
す。マルチヘッドグループのジオメトリがどちらの画面を表示するかを決定します。

マルチヘッドグループ

マルチヘッドグループは、単一セッションに接続され、互いに関連付けられた複数の
Sun Ray appliance の組です。1つのマルチヘッドグループには、最大 16台の
appliance があります。各画面ごとに区切られた CDEツールバー (そして区切られた
ワークスペース)があります。ウィンドウを各画面間で移動することはできません。
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注 – マルチヘッドグループ名に使用できる文字は、ASCII英数字とハイフンです。

主 appliance はキーボードやポインティングデバイスなどの入力装置や、セッション
に関連付けられた USBデバイスなどを制御します。副端末と呼ばれる残りの
appliance は追加の画面を提供しますが、それらは受動的に機能するだけです。マル
チヘッドグループは、appliance の識別子の列順の一覧 (1列目で左から右へ横切り、
次に 2列目で左から右に、というように)、一覧中の主 applianceへのインデックス、
そして 2次元配列のジオメトリ (行数と列数の組み合わせ) で定義されます。端末グ
ループの例については、図 1-1を参照してください。このグループのジオメトリは 3
× 2です。なぜなら、3列と 2行によって構成されているからです。

図 1-1 マルチヘッドグループの例

説明:

1. キーボード

2. マウス

3. Sun Ray 1 appliance

4. Sun Ray 100 appliance

5. Sun Ray 150 appliance

1 2

33

4 45

5 6 7

777

7
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6. 主 appliance

7. 副 appliance

appliance の順番

appliance が希望どおりの配置でセットアップされると、スマートカードを左上から
始まり、右端の appliance へ、次に 2段目の始めの appliance へ移動して、そこから
その段の右端へという順番ですべての appliance がグループに加えられるまで、ス
マートカードが各 appliance へ挿入します。グループのジオメトリは長方形である必
要があります。

注 – すべての applianceで画面を正しく表示するには、スマートカードを挿入する前
に、すべての applianceが希望通りの配置で正しく機能している必要がありま
す。

XINERAMA

X11への XINERAMA 拡張は、複数のモニター間で表示される 1つの大画面です。
XINERAMAではただ 1本のツールバーが表示され、マウスは画面のある位置から次
の位置へなめらかに移動します。XINERAMAは Solaris 7オペレーティング環境と
Solaris 8オペレーティング環境の両方でサポートされています。

すべてのヘッドを管理するCDEツールバー (そしてワークスペースの組)がただ 1つ
だけあります。各ウィンドウはまだ同じ画面内にあるので、ウィンドウは全ヘッドに
広げることができます。ここには CDEツールバー自体も含まれます。

XINERAMAは CPU、メモリー、ネットワーク帯域幅において、より多くのリソース
を集約し、伸縮の計算速度を低下させます。

セッショングループ

1つのセッションに 2つ以上の画面を関連付けるオプションがあり、マウスやトラッ
クボールなどのポインティングデバイスを使って画面間を移動できます。ユーザーの
セッションがマルチヘッドグループに接続されていて、そのグループがすべてのセッ
ションの画面をサポートできれば、ユーザーはすべての画面を同時に表示できます。
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マルチヘッドグループに接続されているセッショングループは、そのグループの
appliance のレイアウトすべての画面に対応しているかどうかを検査します。つま
り、1つのディスプレイに対して 1つの画面が表示されるのに十分なディスプレイが
グループ内にあるかどうかを検査します。十分なディスプレイがあれば、各画面はそ
れぞれグループ内のモニターに接続されます。セッショングループよりもマルチヘッ
ドグループの行や列にモニターが多く存在する場合、これらのモニターは使用されず
に文字や図のない紫色の画面を表示します。図 1-2では端末グループに 5台の
appliance が含まれていますが、セッショングループには 3台しかありません。画面
は始めの 3台の appliance に表示されます。残りの 2台の applianceは無地の紫色の
画面を表示します。

図 1-2 セッショングループの applianceの方が少数の場合

説明:

1. マルチヘッドグループ

2. セッショングループ

セッショングループよりもマルチヘッドグループの行や列のモニター数が少ない場
合、セッショングループは主 appliance にだけ割り当てられます。図 1-2ではマルチ
ヘッドグループには 5台の appliance がありますが、セッショングループには 6台の
appliance があります。したがって、すべての画面は主 applianceにのみ表示されま
す。それ以外の 4画面は無地の紫色になります。

1
2
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図 1-3 マルチヘッドグループの applianceの方が少数の場合

説明:

1. マルチヘッドグループ

2. セッショングループ

1 台の appliance 上のマルチヘッド

端末グループから端末グループに属さない appliance、つまり単一のヘッドしか持た
ない appliance にカードを挿入 (ホットデスク)した場合、端末グループ内のすべての
画面を 1つのディスプレイまたはヘッドに表示できます。マウスなどのポインティン
グデバイスを使って、appliance 上の各画面を上下左右に切り替えます。これを画面
切り替えと呼びます。

しかし、副端末となっている appliance の接続を切断した場合は、画面は単一の主端
末に表示されません。主端末の appliance はそれがまだ端末グループの一部であるか
のように動作し、切断された副端末ではマウスが反応しなくなります。

認証マネージャ

端末グループのポリシーモジュールは、マルチヘッドグループをサポートするための
認証マネージャにまで拡張されます。認証マネージャはその appliance グループの
データベースから識別名を照会します。識別名が検出されないとモジュールはそれを
無視します。

1
2
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使用する appliance が主 applianceである場合、いくつかの展開のうちの 1つが発生
することがあります。あるセッションが同じサーバーにある場合、その appliance の
IPアドレスまたはポートを含むセッションマネージャに対し、許可が発行されます。
あるセッションが別のサーバー (グループマネージャの検索によって決定) にある場
合、 appliance は正しいサーバーに入出力先を変更されます。セッションがない場合
は、セッションを作成する通常の手順が発生し、そこでセッションを読み込んだサー
バーではない、別のセッションに入出力先が変更されることがあります。図 1-4を参
照してください。

図 1-4 主 appliance への認証マネージャのフローチャート

接続されている appliance が副 applianceで、そのグループの主端末上のセッション
が同じサーバー上にある場合、主および副 IPアドレスまたはポートを含む新しい許可
メッセージがセッションマネージャに対して発行されます。そのセッションが別の
サーバーに検出された場合は、前述のようにこの appliance の入出力先は変更されま
す。図 1-5を参照してください。

新規セッション
を作成する

そのセッションに
接続する

現在のサーバー
上にセッション
があるか？

正しいサーバーに
端末の入出力先を

はい

いいえ

はい

いいえ

主セッションは
あるか？

変更する
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図 1-5 副 appliance のフローチャート

副端末の接続時に、最初の試行で主セッションを検出できなかった場合、一時セッ
ションが作成されます。そしてこのセッションは、主セッションとの接続を待つため
に認証マネージャを監視します。接続が確立されると一時セッションは削除され、副
端末は主セッションに参加します。

ディスプレイの解像度

マルチヘッドグループを使って最良の結果を得るためには、各ワークグループ内のす
べてのディスプレイを同じ解像度にしてください。ワークグループのディスプレイ間
の解像度が異なると、主ディスプレイが他のすべての副ディスプレイの解像度を設定
するので、もっとも低い解像度のディスプレイが主ディスプレイとして選択され、他
はすべて副ディスプレイとされます。

そのセッション
に接続する

現在のサーバー
上にセッション
があるか？ 正しいサーバーに

端末の入出力先を

はい

 いいえ

はい

いいえ

主セッションが
あるか？

新規に「待機」セッショ
ンを起動し、主セッショ
ンが接続されるか
監視します。

主セッションは
接続しているか？

はい

いいえ

変更する
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注 – ディスプレイの解像度が異なる場合、使用画面上でパンニングと呼ばれる望まし
くない動作が問題となる可能性があります。

マルチヘッド画面の表示

マルチヘッド機能が使用されているとき、各画面の現在のセッションを示す小ウィン
ドウが、現在の画面が識別しやすいように強調されて表示されます。このウィンドウ
はセッション生成時にユーザーの利便のために自動的に表示されます。次の図 1-6で
は、ユーザーが 3つのディスプレイのうちの 2番目の画面にいることを示していま
す。

図 1-6 マルチヘッド画面の表示

マルチヘッド管理ツール

マルチヘッド機能の新しい管理ツールは、今までに作成されたマルチヘッドグループ
を表示し、新しいグループの作成を可能にします。

� 新規マルチヘッドグループを作成する

1. コマンド行インタフェースで、次のように入力します。

2. 起動画面で、左側のボックスからグループを選択します。

起動画面の右側には既存のグループ名が、左側にはその詳細情報 (グループの名称や
ジオメトリなど)が表示されます。図 1-7 を参照してください。

# /opt/SUNWut/sbin/utmhconfig
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図 1-7 詳細情報付きのグループ一覧

3. 「新規グループの作成」ボタンをクリックします。

「新規マルチヘッドグループの作成」のポップアップが表示されます。図 1-8を参照
してください。グループが作成されると、ユーザーの入力した行数と列数がグループ
のジオメトリとして表示されます。図 1-7を参照してください。

図 1-8 「新規マルチヘッドグループの作成」ポップアップ

4. グループ情報を入力します。

グループ名や行数、列数を入力してください。

5. 「次へ」ボタンをクリックします。

3つ目の画面が表示されます。図 1-9を参照してください。
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図 1-9 新規マルチヘッドグループのディスプレイの設定

6. マルチヘッドグループの中から appliance を選択して、各 Sun Ray に順番にスマート
カードを挿入してグループの配列を確定します。

それまではクリック不可であった「完了」ボタンがアクティブになります。図 1-10を
参照してください。

図 1-10 完了ボタンがアクティブになっている新規マルチヘッドグループの一覧

7. 「完了」ボタンをクリックします。



12 Sun Ray Enterprise Server Software 1.2ご使用にあたって • 2000年 9月

指定周辺機器の USBサポート
Sun Rayリモートデスクトップのシステムでは、PDA (携帯情報機器)のようなシリア
ルデバイスやプリンタのようなパラレルデバイスの管理を可能にします。このセク
ションでは次の点について説明します。

� 12ページの「USBとフェイルオーバー」
� 12ページの「USBアダプタ」
� 12ページの「デバイスノードと USB周辺機器」
� 16ページの「シリアルデバイスのサポート」
� 18ページの「接続したプリンタからの印刷」

USB とフェイルオーバー

フェイルオーバーの環境では、サービスをどのサーバーにも配置し直すことができま
す。Sun Ray appliance に USBデバイスが取り付けられていれば、フェイルオーバー
グループ内のすべてのサーバーはこのデバイスを認識することができます。

USB アダプタ

USBアダプタの一覧は、Sun Ray のサン以外の周辺機器についてのWeb サイトにあ
ります。

http://www.sun.com/io_technologies/sunray/usb/index.html

デバイスノードと USB 周辺機器

相互接続された各 appliance のために、サーバー上でデバイスディレクトリが作成さ
れます。そのディレクトリは、/tmp/SUNWut/unitsに作成され、CoronaPn.tid と
命名されます。nはハードウェアのモデルバージョン、tid は MACアドレスです。

このディレクトリには、devと devicesディレクトリが含まれます。これは Solaris
オペレーティング環境の /devおよび /devicesディレクトリと似ています。
devices ディレクトリには appliance に接続された物理的トポロジを示す記号が含ま
れます。各ディレクトリはバスとハブに対応し、各ファイルはポートに対応していま
す。ハブとなるディレクトリは、接続されている上りストリームのハブのポートに準
拠して命名されます。
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デバイスノードは、接続された USB機器の各シリアルポートまたはプリンタポート用
に作成されます。デバイスノードは、次のように、接続されて命名されているハブに
対応した hubディレクトリに作成されます。

USB機器が同じ種類の複数のポート (たとえば 2つのシリアルポートなど)を所持して
いる場合、デバイスノード名の末尾には :n (nは数字の識別子) が付加されます。

標準的なデバイスノードパスは、次のようになります。

これは、MAC番号 080020b57655の P1 Sun Rayの内部 USBハブのポート 3に接続さ
れた Central Data社製 USB-シリアル変換アダプタ USB-2を表しています。

注 – USB-2は、製造元によってこの機器に付与されたモデル名です。

注 – Sun Ray Server Software 1.2でサポートされるバスは USB だけです。したがっ
て、devicesディレクトリに含まれるエントリは usb@1ディレクトリに属する
ものだけになります。ルートハブは 1つのポートしか持たないので、usb@1
ディレクトリには hub@1ディレクトリだけが含まれます。

サポートされているシリアルアダプタが appliance に接続されている場合、devディ
レクトリには termディレクトリが含まれます。パラレルアダプタか USBプリンタが
接続されていると、devディレクトリには printersディレクトリが含まれます。上
記のディレクトリは、devicesディレクトリにあるデバイスノードへのリンクを含み
ます。

manufacturer_name, model_name@upstream_hub_port

/tmp/SUNWut/units/IEEE802/devices/usb@1/\
hub@1/Central_Data,USB-2+-@3:1
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定義

デバイスリンク名

index は "a" から始まり続いていく英文字です。

製造元名 (manufacturer_name)が使用できない場合は、USBベンダーと製品 ID番号が
使用されます。

表 1-1 名称規約の定義

用語 定義

tid 端末 ID

sid セッション ID

bus USB (Universal Serial Bus)

physical topology physical topology は hub@port/hub@port など。ここでいう port
とはデバイスあるいは子ハブに接続された親ハブ上のポート。

printer name 1,

terminal name 1
デバイスディレクトリ中のプリンタ名と端末名は、manufacturer,
model@port,ディレクトリ内で文字列が一意でない場合はコロン
で区切られた数字による識別子です。例:

Inside_Out_Networks,Edgeport-4@4:1

Inside_Out_Networks,Edgeport-4@4:2

Inside_Out_Networks,Edgeport-4@4:3

printer name 2,

terminal name 2
/dev ディレクトリ内のプリンタ名と端末名は、製造元とシリア
ル番号、シリアル番号が一意でない場合は英文字の識別子が付き
ます。例:

Inside_Out_Networks04-01-004575a

Inside_Out_Networks04-01-004575b

Inside_Out_Networks04-01-004575c

manufacturer_name-serial_number index
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セッションリンク

/tmp/SUNWut ディレクトリにはセッションディレクトリも含まれます。appliance に
関連付けられた各セッション用に、applianceに関連付けられた unitディレクトリへ
のリンクがあります。このリンク名は x_session_idになります。わかりやすいよう
に、UTDEVROOT 環境変数がこのディレクトリを示しており、セッションがアクティ
ブになっている appliance の devicesと devディレクトリがすぐに特定できます。

デバイスノードの所有権

すべてのデバイスノードは、自分の appliance 上のセッションがアクティブである
ユーザーが所有します。そのユーザーだけが接続されたデバイスへのアクセス権を持
ちます。アクティブなセッションを所有するユーザーがいない場合は、デバイスノー
ドはスーパーユーザーの所有となります。

ホットデスクとデバイスノードの所有権

appliance 上のアクティブなセッションの変更により、新しいセッション関連付けら
れたユーザーへのデバイスノードの所有権が変わります。セッションの変更は、
appliance にスマートカードが抜き差しされたときに随時起こります。セッションの
変更は、root以外のユーザーによって現在オープンされている全デバイスを 15秒後
にクローズします。関連するデバイスとの入出力は、入力エラーまたは出力エラーと
なります。rootによって現在オープンされているデバイスには、セッションの変更に
よる影響はありません。

注意 – セッションの変更時に、ルートでないユーザーによってオープンされているデ
バイスノード上で実行されている入出力は 15秒後にキャンセルされます。た
とえば PDAとの同期は、セッションが変更する前に完了させる必要がありま
す。

注 – 元のセッションを 15秒以内に復元した場合は、所有権は譲渡されず、入出力は
割り込みを受けずに続行されます。
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シリアルデバイスのサポート

Sun Ray softwareのこのリリースでは、シリアルアダプタを使用してシリアルデバイ
スを Sun Ray appliance に取り付けることが可能です。シリアルデバイスとは、PDA
やタッチスクリーン、Sun チューナーなどのデバイスです。

PDA (Personal Digital Assistant、携帯情報機器) との同期

Palm OSが搭載された PDAは、Sun Ray appliance と同期させることができます。
ホットデスク機能を使えば、ユーザーが複数の appliance 間を行き来する場合でも、
PDAがユーザーの移動に対応します。PDAとの同期に使用する Solaris PDASync™
アプリケーションは、Solaris 7 - 11/99 と Solaris 8オペレーティング環境に同梱され
ています。

Solaris 8オペレーティング環境では、PDASync は Java™ 1.2 と互換性があります。
Solaris 7オペレーティング環境では、PDASyncは Java 1.1と互換性があります。Java
1.2 上で PDASync を実行するには、PDASync パッチが必要です。このパッチは以下
のWebサイトで入手可能です。

http://www.sun.com/software/solaris/pdasync/index.html

� Sun Ray Appliance 上で PDASync Application を実行する

1. 次のようにして、新規ディレクトリを作成します。

2. 次のようにして、そのディレクトリに移動します。

3. 次のようにして、comm.tar.Z ファイルを新しいディレクトリにコピーします。

# mkdir newdir

# cd newdir

# cp /cdrom/cdrom0/Supplemental/comm.tar.Z
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4. Sun Ray 1.2 CD の Supplemental ディレクトリにある comm.tar.Z ファイルを圧
縮解除します。

5. 新しいディレクトリに展開された Readme.html ファイル中のインストールガイドに
従ってインストールします

6. アプリケーション・マネージャ→デスクトップアプリケーションを開くか、次のよう
にコマンド名を入力して PDASync を起動します。

� PilotManager を使用して PDA と同期をとる

1. 使用可能な USB-シリアルアダプタを接続してください。

2. キーボードの右上部にある moon キーの左の 3 つのオーディオオプションキーを押し
てください。

MACアドレスの一意の箇所または省略されたアドレスを表す接続アイコンの上に英数
字が表示されます。

3. 使用している Sun Ray appliance の位置を次のようにして確定します。

使用している Sun Ray apploance 固有の拡張 MAC アドレスへのパスが表示されま
す。

4. デバイスの位置を確定するには、次のように入力します。

# uncompress /Supplemental/comm.tar.Z
# tar -xvf comm.tar

# /usr/dt/bin/sdtpdasync

# cd /tmp/SUNWut/units/*truncated_MAC_address
# pwd
 /tmp/SUNWut/units/CoronaP1.080020a85124/

# cd dev/term
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5. term ディレクトリでデバイスを見つけてください。デバイス名は、たとえば
Digi_International.4-66a となります。

シリアルポート 1は "a"、シリアルポート 2は "b"となります。たとえば次のようにな
ります。

6. 一時ディレクトリまたはホームディレクトリ中のその一意の識別子にリンクします。
たとえば、/tmp/george-digi または /home/user_name/george-digi には、次のようにリ
ンクします。

このリンクをアプリケーションでシリアルデバイスとして使用します。

7. PDA と同期させます。

注 – PilotManagerを使用して PDAと同期している場合、/dev/ttyaでなく、単純
リンク (例: /tmp/unique_identifier) を使用してください。

接続したプリンタからの印刷

Sun Rayに接続したプリンタでプリントキューを開始するのは、Solaris 上でのプリン
トキューの開始と同じです。プリンタを設定するには、プリンタ名、プリンタへのパ
ス、そしてプリンタが PostScript 対応であるかないかを確認しておく必要がありま
す。

注 – プリントキューを開始したときに、/tmp/SUNWutの下にある unitsパスを使
用していることを確認してください。全セッションを変更してしまうので、プリ
ントキューの起動には、sessionsパスや UTDEVROOT環境変数は使用しないで
ください。

# /tmp/SUNWut/units/CoronaP1.080020a85124/dev/term/Digi_International.4-66a

# ln -s /tmp/SUNWut/units/CoronaP1.080020a85124/dev/term/\
Digi_International.4-66a /tmp/unique_identifier
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注 – ユーザーは、devicesディレクトリにあるノードと devディレクトリにあるリ
ンクの両方を使用できます。

注 – 各印刷要求のために、lpサブシステムはデバイスノードをスーパーユーザーと
して開きます。そのためプリントジョブはホットデスクによる影響を受けませ
ん。

USBプリンタによる印刷は、Sun Ray Server Software 1.2でサポートされています。
USBプリンタは直接 Sun Ray applianceのポートに接続されています。パラレルプリ
ンタの接続には、パラレル-USB 変換アダプタが必要です。USBプリンタもパラレル
プリンタも同じディレクトリに作成された同じ型のデバイスノードを使用して、同様
に機能します。

システム管理者は、管理ツールを使用してプリンタを追加できます。

注 – プリンタを追加できるのはスーパーユーザーだけです。

プリンタの設定

� プリンタの電源を入れる

1. USB-パラレル変換アダプタを使用してパラレルプリンタを接続している場合は、電源
を入れる前にアダプタとプリンタを接続してください。

2. プリンタの電源を入れ、アダプタの USB コネクタを Sun Ray appliance に接続して
ください。

� プリンタを設定する

注 – プリンタを追加する場合は、スーパーユーザーとしてログインしてください。
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1. appliance の MAC アドレスを確認するには、キーボードの右上部にある moon キーの
左の 3 つのオーディオオプションキーを押してください。

MACアドレスの一意の箇所か、省略されたアドレスを表す接続アイコンの上に英数字
が表示されます。

2. 使用している Sun Ray appliance の位置を次のようにして確定します。

MACアドレスを拡張したご使用の Sun Ray apploanceへのパスが表示されます。

3. プリンタ用のポートの位置を次のようにして確定します。

4. そのディレクトリ内で、使用するプリンタの位置を確定します。

5. 次のように入力して、管理ツールを起動します。

6. 管理ツールから「ブラウズ」→「プリンタ」を選択し、次にプリンタ画面から「編集
」→「追加」→「ローカルプリンタ」を選択します。

7. 次の項目を入力します。

a. プリンタ名: プリンタの名称

b. 備考欄 (省略可能):

c. プリンタポート:

# cd /tmp/SUNWut/units/*truncated_MAC_address
# pwd
 /tmp/SUNWut/units/IEEE802/

# cd dev/printers
# pwd
/tmp/SUNWut/units/IEEE802/dev/printers
# ls
printer-assigned-name

# admintool &
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手順 4で確定したディレクトリ名を入力します。

注 – デバイスディレクトリにあるポート名は使用しないでください。

「了解」をクリックします。

d. PostScript プリンタを使用する場合は、プリンタタイプは Postscript を選択しま
す。

使用するプリンタの機種に合わせてプリンタを選択してください。合致する項目
がない場合は、「その他」を選択してプリンタの種類を入力するか、「不明」を
選択してください。

e. PostScriptプリンタを使用する場合は、ファイルの形式は PostScriptと ASCIIを
選択してください。

f. オプション: デフォルトプリンタ (省略可能)

g. 「了解」をクリックします。

注 – 「了解」を 2 回以上クリックしないでください。何度もクリックするとエラー
メッセージが出力されます。

8. プリンタが正しく設定されたか印刷テストをするには、次のように入力してくださ
い。

USB プリンタ

Sun Ray applianceで使用できる USBプリンタの最新テストについては、次のWebサ
イトを参照してください。

http://www.sun.com/sunray

/tmp/SUNWut/units/CoronaP1.080020a85124/dev/printers/printer-assigned
-name

#  lp -d printername
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シリアルプリンタ

シリアルプリンタは、Inside/Out Networks社や Digi International社などからリリー
スされている専用 USB-シリアル変換アダプタを使えば、Sun Ray Server Software 1.2
に接続できます。上記のアダプタ用のデバイスドライバは、Sun Ray Server Software
に同梱されています。アダプタで接続されたシリアルデバイスと通信可能な Solarisや
Java用プリンタドライバは、アプリケーションまたはハードウェアの製造元から配布
されます。

スマートカードの追加サポート
このリリースでは、もっともよく使われるスマートカードの設定ファイルがソフト
ウェアに含まれており、サンのWebサイトで入手できます。第 4章の「詳細情報」を
参照してください。提供されている設定ファイルは、デフォルトでインストールさ
れ、アクティブになります。

注 – 追加の設定ファイル、ソフトウェアデベロッパーキット(SDK)、ホワイトペー
パー、そしてスマートカードの詳細はサンのWeb サイトで入手できます。第４
章の「詳細情報」を参照してください。

サポートされるカード

このソフトウェアには、次のスマートカード用の構成ファイルが用意されています。

� Schlumberger MicroPayflex
� Schlumberger Payflex

次のスマートカード用の構成ファイルが、サンのWebサイトから入手できます。

� GemPlus MPCOS
� G+D SMARTCAFE
� MONDEX MM-2
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フェイルオーバー—ユーザーの経験
フェイルオーバーの設定や管理については、『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1
管理マニュアル (上級編)』の第 2章で説明しています。しかしユーザーがフェイル
オーバーの条件で経験することについては記載されていません。この節ではフェイル
オーバー時に起こることやユーザーが経験すること、そしてユーザーが取り得る対処
について概説します。

Sun Rayサーバーでユーザーセッションを作成するためには、トークンが必要です。
ユーザーがスマートカードを Sun Ray appliance に挿入すると、カードからのトーク
ンが Sun Ray serverに送信され、そのトークンで識別されたセッションが作成または
アクティブになります。スマートカードが挿入されなかったり、抜かれた場合は、
Sun Ray appliance の MACアドレスは疑似トークンとして使用されます。この疑似
トークンが Sun Rayサーバーに送られ、疑似トークンで識別されたセッションが作成
またはアクティブになります。

Sun Rayサーバーがフェイルオーバーした場合、Sun Ray applianceはセッションとの
接続を失い、他の Sun Rayサーバーを見つけようとします。見つかった場合は、同じ
トークンまたは疑似トークンを使用して 2番目のサーバーへの接続を作成します。事
実上、ユーザーが以前からそのサーバーに接続していたのと同様です。

フェイルオーバーで起こることを管理する原則は、次のようになります。

� フェイルオーバーが起きるとき、残っている Sun Rayサーバーは失敗したサーバー
として、同じトークンまたは疑似トークンを持つアクティブでないセッションを探
します。

� 1つまたはそれ以上のアクティブでないセッションが見つかった場合、ほとんどの
現在のセッションはアクティブになります。

� アクティブでないセッションが見つからない場合、どのセカンダリサーバーにユー
ザーをログインさせて dtlogin画面を表示するかは、負荷均衡のアルゴリズムで
決定します。ログイン後にユーザーは新しいセッションを持ちます。

� アクティブでないセッションが見つからず、また 2番目のサーバーがそのように設
定されている場合、サーバー選択ウィンドウが表示されます。詳細は第 3章の
「utselect コマンド」を参照してください。このウィンドウで、ユーザーは新し
いセッションを開始するサーバーを選択できます。dtlogin画面が表示される前
にユーザーがもう一度そのサーバーを選択しなければならないことがあります。ロ
グイン後にユーザーは新しいセッションを持ちます。
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注 – サーバー選択ウィンドウを表示するようにサーバーを設定するには、
/etc/opt/SUNWut/auth.propsファイルに次の行を加えてください。
selectAtLogin=true

フェイルオーバー条件でのユーザーの経験を要約すると、次のどれかになります。

� 古い中断されたセッションの指示
� 新しいセッションのある事前決定されたサーバーへのログインの指示
� 新しいセッションのある選択されたサーバーへ機能や性能の付与
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第2章

インストールとアップグレード

この章では次の内容について説明します。

� 25ページの「インストールとアップグレード」
� 27ページの「フェイルオーバーグループのアップグレード」
� 31ページの「ファームウェアのアップグレード」

インストールとアップグレード
Sun Ray Server Software 1.2 は、Solaris 2.6、Solaris 7、Solaris 8オペレーティング環
境をサポートします。現在 Sun Ray softwareを使用していない場合は、前述のオペ
レーティング環境のサーバー版で「全体ディストリビューション」を選択してインス
トールしたか確認してから、『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 インストール
マニュアル』を参照して Sun Ray Server Software 1.2 をインストールしてください。

現在 Sun Ray enterprise Server Software 1.0または 1.1を使用していて、現在の設定を
保存しないで新規に Sun Ray Server Software 1.2 をデフォルトインストールしたい場
合は、まず現在のソフトウェアをアンインストールしてから、『Sun Ray Enterprise
Server Software 1.1インストールマニュアル』を参照して Sun Ray Server Software 1.2
をインストールしてください。

現在 Sun Ray enterprise Server Software 1.0または 1.1を使用していて、現在の設定を
保持したまま Sun Ray Server Software 1.2 にアップグレードしたい場合は、次の手順
を参照してください。
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� 現在のデータを保持する

1. データベース複製機能を使用してフェイルオーバーグループをアップグレードする場
合は、主サーバーを最初に次のようにして全サーバーから複製された構成情報を削除
してください。

主サーバーか終わったら、フェイルオーバーグループにあるすべての副サーバー上で
このコマンドを繰り返し実行します。

2. 次のスクリプトを使用して、現在の Sun Ray の設定とデータベースエントリをダンプ
して保存してください。

注 – 次に詳細を説明するデータ保持スクリプトは、Sun Ray固有の可変データだけを
保存します。その他の設定やデータを保持したい場合は、それぞれ別個に保存し
てください。

注 – /var/tmp/SUNWut に十分な空き容量がない場合、utpreserveに -dオプ
ションを付けて /var/tmp/SUNWut以外のディレクトリを省くことができま
す。保存アーカイブが作成されるのは /var/tmp/SUNWutのままです
(utpreserve の使用法は -?オプションで表示されます)。前の構成を残して
アップグレードするすべてのシナリオで、このスクリプトを使用する必要があり
ます。

注 – オペレーティング環境を再インストールすると、Sun WebServerの構成情報は失
われます。

3. オペレーティング環境の再インストールを予定している場合は、cp や ftp コマンド
を使用して、上記の保存データを安全な場所に保存してください。

4. 設定済みの Sun WebServer™ と組み合わせて Sun Ray enterprise Server Software

1.0 を使用されている方は、次の操作をする必要があります。

# /opt/SUNWut/sbin/utreplica -u

# /cdrom/cdrom0/.upgrade/utpreserve
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a. 現在の Sun Ray 構成情報をダンプして保存した後、utconfig -u を実行しま
す。現在の WebServer の実体を削除するか確認されるので、yes と入力してくだ
さい。

b. 次に示すようにアップグレード時に確認されたときに、Sun WebServer のパッ
ケージは必ず置き換えてください。

c. Sun Ray Server Software 1.2 で WebServer 機能を使用するには、アップグレード
作業が完了した後に utconfig コマンドを使用して WebServer ソフトウェアを必
ず再構成してください。

フェイルオーバーグループのアップグレード

フェイルオーバーグループ中の複数の Sun Ray
バージョンの混在

複数の Sun Rayバージョン (たとえば、Sun Ray enterprise Server Software 1.1と Sun
Ray Server Software 1.2の混在など) を動作させる単一のフェイルオーバーグループ
は、サポートされていません。

An earlier or incomplete version of Sun Web Server has been
detected. In order to obtain secure remote Sun Web Server
administration you will need to replace the current Sun Web
Server version.

Although the Sun Ray server web-based applications
are only supported running under Sun Web Server 2.1, you can
elect to use a different Web server. However, you will be
responsible for configuring this web server on your own. If
you wish to take advantage of the Sun Ray enterprise server
automatic installation and configuration tools, you must either
upgrade or remove the current Sun Web Server installation before
proceeding.

Do you want to replace current Sun Web Server version ([y]/n)? y
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注 – 新しい Sun Ray Server Software 1.2の機能は、単一のフェイルオーバーグループ
中の全サーバーが Sun Ray Server Software 1.2にアップグレードされるまでサ
ポートされません。

しかし、グループのアップグレードを実行するために、同時にサーバー全部の電源を
落とす必要はありません。ユーザーがある時点でセッションが失われるであろうと認
識していて、ユーザーが単一のサーバーを過負荷にしない限り、サーバーを 1台ずつ
アップグレードできます。すべてのサーバーが Sun Ray Server Software 1.2 にアップ
グレードされるまで、残りの使用可能なサーバー間でフェイルオーバーをサポートし
ます。

既存のフェイルオーバーグループへのデータベース複製の
追加

フェイルオーバーモードで稼働しているサーバーグループは、『Sun Ray Enterprise
Server 1.1 管理マニュアル』で説明しているように、データベースの複製を使用して
構成できます。

注意 – サーバーグループをデータベースの複製のために構成すると、副サーバーの全
エントリを破壊します。構成作業の前に、同じ内容のエントリを主サーバーへ
転送してください。

Java の制限

Sun Ray enterprise Server Software 1.0と 1.1 との違いのため、Sun Ray Server
Software 1.2 では Solaris 2.6と Solaris 7オペレーティング環境上で JDK™ 1.1.xが削
除されない限り、JDK 1.1.x からデフォルトの JDK への変更を認めています。

Sun Ray ソフトウェアに固有でない SunDS データ

Sun Ray Server Softwareにバンドルされている Sun Directory Services version 3.1
(SunDS)は、Sun Ray から単独で使用可能なことを前提にしています。SunDS データ
ベースに蓄積されている追加情報はサポートされないので、インストールやアップグ
レード中に失われることがあります。
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注 – Sun Ray 1.0または 1.1 サーバー上の Solaris 2.6 または Solaris 7 オペレーティン
グ環境を Solaris 8 へアップグレードすると、起動時に何らかの Java™の例外が
発生することがあります。Sun Ray 1.2へアップグレードすれば、この例外は発
生しません。

� アップグレードのためにシステムを準備する

� 必要に応じて、現在のバージョンでは、Solaris オペレーティング環境の再インストー
ル、アップグレード、削除ができます。

� Sun Ray Server Software 1.2 をインストールする

1. 以前に次の場所に作成済みの utpreserve.tar ファイルを置換します。

2. 『Sun Ray Server Software 1.1 インストールマニュアル』の説明に従って、Sun Ray

Server Software 1.2 をインストールしてください。

� Solaris オペレーティング環境の再インストールと Sun Ray の
アップグレード後にシステムを再構成する

注 – Solarisオペレーティング環境をアップグレードした場合や、単に Sun Rayシス
テムをアップグレードした場合は、次の手順を実行する必要はありません。

1. アップグレードしたサーバー上で、次のコマンドを実行します。

2. Sun WebServer™ と SSL 認証を以前に構成していた場合は、再構成してください。

/var/tmp/SUNWut/utpreserve.tar

# /opt/SUNWut/sbin/utadm -a interface
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� フェイルオーバー複製を再構成する

� 『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 管理マニュアル』で説明されている手順
で、utreplica を実行します。

patchrm の失敗でアップグレードが失敗した場合

パッチの削除ができないためにアップグレードが失敗した場合は、patchrm -f コマ
ンドを使用してパッチを手動で削除してみてください。この方法でも失敗した場合
は、SunSolve™からこのパッチを入手して、-uオプションで再追加してみてくださ
い。

注 – -d引数を patchaddコマンドと一緒に使用しないでください。このユーティリ
ティーはバックアウトデータを格納せず、パッチを削除不可にします。

パッケージの依存関係のためにインストールまたは
アップグレードが失敗した場合

インストールやアップグレードは、パッケージの依存関係のために失敗することがあ
ります。インストールでは Solaris 2.6 関連パッケージを、アップグレードでは必要と
される全パッケージを置き換えようとします (Sun Ray パッケージは、デフォルトで
置き換えられます)。エラーメッセージは、次のような書式になります。

インストールまたはアップグレードを再開する前に、最初のカラムに一覧された全
パッケージを削除してください。

The following packages were not removed due to dependencies:
package depends on SUNWuta
package depends on SUNWutj
package depends on SUNWuto
package depends on SUNWutr
package depends on SUNWutk
package depends on SUNWutu
Please manually remove packages listed in the first column above.

utinstall: fatal, failed to completely remove Sun Ray enterprise server
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ファームウェアのアップグレード
ファームウェアのアップグレードが利用可能なフェイルオーバーグループ内のすべて
のサーバー上で、ファームウェアのバージョンが同一になっている必要があります。

ファームウェアのアップグレード

� グループの Sun Ray ソフトウェアバージョンをアップグレード
する

1. フェイルオーバーグループ内のすべてのメンバーのファームウェアのアップグレード
を使用不可にします。

2. フェイルオーバーグループ内の各サーバーに新しいソフトウェアをインストールし
て、アップグレードを使用可能にします。

アップグレードされたサーバーに接続された各 Sun Ray appliance が、新しいバー
ジョンのファームウェアをダウンロードします。
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第3章

管理ツール

次の節では、管理ツールの追加や変更について説明しています。

� 33ページの「「なし」オプション」
� 34ページの「情報リンク」
� 35ページの「マニュアルへのリンク」
� 35ページの「utwall コマンド」
� 37ページの「utgroupsig コマンド」
� 37ページの「管理構成パラメタの変更のための utconfig の実行」
� 39ページの「ディスプレイの解像度」

「なし」オプション
「管理」ツールの下の「ポリシー」リンクは、ポリシー画面を表示します。スマート
カードを使用するユーザー用と使用しないユーザー用の両方のアクセスポリシーに
は、現在は「なし」オプションがあります。スマートカードを使用するユーザーの場
合、「なし」が選択されているとスマートカードのアクセスは許可されません。ス
マートカードを使用しないユーザーの場合、「なし」が選択されているとスマート
カードを使用しないユーザーのアクセスは許可されません。このポリシーは、
appliance の動作を伝統的なワークステーションと同等にします。
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図 3-1 ポリシー設定の画面

情報リンク
実行中のソフトウェアのバージョンやその他の情報については、「管理ツール」メ
ニューの「管理」の下から「管理ソフトウェアについて」のリンクをクリックしてく
ださい。
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図 3-2 ソフトウェア情報の画面

マニュアルへのリンク
管理ツールのオンラインマニュアルのリンクをクリックすると、Sun Ray Server
Software 1.2 のマニュアルを表示できます。マニュアルは別ウィンドウで表示される
ので、マニュアルを参照しながら管理ツールを使い続けることができます。各ページ
や章に移動するには、文書内の操作ボタンを使用します。

utwallコマンド
utwall コマンドは、Sun Ray システム管理者用に新規に追加された告知ユーティリ
ティーです。このユーティリティーは Xsunプロセスを動作させているユーザーに
メッセージを送信します。これらのメッセージは、電子メールまたは画面中のポップ
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アップウィンドウで送信できます。-dと -aオプションを使用するには、管理者は
スーパーユーザーとしてログインする必要があります。詳細については、utwallの
マニュアルページを参照してください。

utselectコマンド
utselect コマンドで表示されるサーバー選択ウィンドウが変更されました。新しい
ウィンドウには、サーバー名を入力するテキストフィールドが追加されました。図
3-4を参照してください。

図 3-3 古い utselect ウィンドウ
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図 3-4 新しい utselect 画面

utgroupsigコマンド
グループシグニチャーコマンドは、2つのシグニチャーが連続して一致するものでな
いと実行しません。他の言葉の場合、ユーザーがパスワードを入力するときに、ユー
ザーは 2つの連続して一致するパスワードを入力する必要があります。ユーザーが入
力を間違えた場合、パスワードは続けて 2度入力しなくてはなりません。2度目の入
力が一致しなければ、パスワードが正しいものであっても最初の入力は読まれませ
ん。2つ以上の連続したエントリが要求されます。

管理構成パラメタの変更のための utconfigの
実行
utconfig ユーティリティーは、このユーティリティーを使って管理関連の設定を
行った後で、再度実行されることができます。utconfigの再実行により、再設定し
たり、以前の設定を上書きしたりできます。
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注 – utconfig の再実行時に、このユーティリティーは Sun Ray Server Softwareの
Web ベースの管理ソフトウェアをサポートする、既存の Sun WebServerのカス
タマイズを検出します。

utconfig を再実行したときに、次のプロンプトが表示されます。

「yes」と入力してWeb管理の以前の設定を保持するか、「all」と入力して新しい
Web管理ツールのパラメタ (Webサーバーのポート番号など) を設定するかのどちら
かを選択します。

削除されたプロンプト

以前のバージョンの Sun Ray Server Software 1.0 や 1.1で使用されていた、次に示す
プロンプトは削除されました。

フェイルオーバーグループシグニチャーと utconfig -u

Sun Rayのフェイルオーバースキーマ中のサーバー追加のグループに、グループシグ
ニチャーを割り当てることができます。登録済みスマートカードの詳細を格納するた
めに LDAP レポジトリを設定する utconfigユーティリティーを実行しないでグ
ループシグニチャーを定義するには、utgroupsigユーティリティーを使用してくだ
さい。

Existing SunRay admin database exists.
Do you wish to preserve it?
Previous Web admin configuration found.
Do you wish to preserve it?

Enter UT root entry [o=utdata]:
Enter SunDS ’root DN’ [cn=admin,o=utdata :



第 3章 管理ツール 39

ディスプレイの解像度
Sun Ray appliance とのセッションの流動性のために、applianceで使用されるディス
プレイの解像度とユーザーのワークスペースの解像度は必ずしも同じではありませ
ん。

注 – このセクションで説明する情報は、システム管理者だけでなく、一般のユーザー
にも関連します。

ユーザーがセッションを開始したとき、通常 Sun Ray Server Software 1.2 はユーザー
のワークスペース (または Xsun サーバー)の解像度をセッションのある Sun Ray
appliance に接続されたディスプレイのデフォルト値に設定します。ユーザーがある
Sun Ray appliance から別の applianceへ移動しても、Sun Ray Server Softwareは
ユーザーの Xsunワークスペースセッションに最適な解像度を選択しようとします。
ディスプレイの設定データを DDC (Display Data Channel)経由で供給する最近のディ
スプレイでは、この処理は正確かつ明瞭に行われます。

� 起動時の解像度の選択を変更する

� 次のコマンドを実行してください。

注 – この変更は Xsunの再起動後に有効になります。

Sun Ray 1の GUI版設定ツールについての詳細は、『Sun Ray Enterprise Server
Software 1.1 管理マニュアル』の「Sun Ray 1 設定 GUIの使用」を参照してくださ
い。

表示される画面に対して、ディスプレイが十分な大きさでない場合、画面からいくつ
かのアイコンが見えなくなることがあります。これはパンニングとして確認されてい
ます。この状況を解決するには、次の 2とおりの方法があります。

� appliance が表示できる解像度に変更 (utsettings)
� サーバーから送信されたディスプレイのサイズに変更 (utxconfig)

# /opt/SUNWut/bin/utxconfig
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注 – utxconfig コマンドは、ディスプレイでなく Xserverの解像度を設定します。

解像度の設定

� 自動選択されたディスプレイ解像度を変更する

� 次のコマンドを実行してください。

自動選択されたディスプレイ解像度を変更するには、Shift+Propsキーを押すか上のよ
うに直接コマンドを入力して utsettingsコマンドを起動して、Sun Ray applianceを物
理的に表示できる範囲内で別の解像度に設定し直してください。

サポートする解像度

注 – この解像度はすべての applianceがサポートするものではありません。

� 640× 480、60 Hz
� 640× 480、85 Hz
� 800× 600、60 Hz
� 800× 600、85 Hz
� 1024× 768、60 Hz
� 1024× 768、75 Hz
� 1024× 768、85 Hz
� 1152× 900、66 Hz
� 1152× 900、76 Hz
� 1280× 1024、60 Hz
� 1280× 1024、66 Hz
� 1280× 1024、75 Hz
� 1280× 1024、76 Hz
� 1280× 1024、85 Hz

モニタ設定は、そのディスプレイのもっとも優先的な設定であり、その数値は上記か
ら選択してください。

# /opt/SUNWut/bin/utsettings
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標準設定はファームウェアに依存します。ファームウェアのデフォルト値は 1152 ×
900、66 Hzですが、640× 480、60 Hz のものもあります。
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第4章

マニュアルの訂正

この節では、Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 のマニュアルの内容の訂正と補
足説明を記述します。これらの変更は、Sun Ray Server Software 1.2 に適用されま
す。

� 43ページの「インストールマニュアル」
� 44ページの「管理マニュアル」
� 55ページの「管理マニュアル (上級編)」

インストールマニュアル
『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 インストールマニュアル』
(Part No. 806-1124-11)の補足説明と訂正です。

フルクラスタの意味

『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 インストールマニュアル』では、Solaris™
2.6 または Solaris 7オペレーティング環境のフルクラスタのインストールが必要であ
ると記述しています。

フルクラスタとは、Solarisソフトウェアのインストール時に、ソフトウェアを選択す
るウィンドウで、「全体ディストリビューションと OEM サポート」または「全体
ディストリビューション」のソフトウェアグループを選択することを指します。
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Solaris オペレーティング環境のアップグレードに関する
記述の変更

『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 インストールマニュアル』の「Solarisオペ
レーティング環境」の注では、Sun Ray 1.1 では Solarisソフトウェアのアップグレー
ドはサポートされていないと記述されています。これは Sun Ray Server Softwareバー
ジョン 1.2では変更になりました。Solaris 2.6、Solaris 7、Solaris 8 オペレーティング
環境間のアップグレードはサポートされています。

管理マニュアル

第 2 章「Sun Ray ソフトウェアおよびハードウェアの
必要事項」

「ディスク容量」の節の表 2-3を次の表と差し替えてください。

表 2-3 Sun Ray サーバーソフトウェアに必要なディスク容量

製品 デフォルトのインス

トールパス

必要条件

Sun Ray コアソフト
ウェア

/

/opt

/var

1Mバイト
8Mバイト
1Mバイト + ログファイル

LDAPクライアントラ
イブラリ

/usr 350 Kバイト

Sun Directory Services

3.1

/opt/SUNWconn

ディレクトリデータ
ベースのデフォルト
の場所は /var で
す。

JDK 1.1.x

/optに 25 Mバイト
/varに 2.0 Mバイト
/etcに 0.4 Mバイト
データベースのために十分なディス
ク容量を確保する必要があります。
1000エントリでは、約 1.5 Mバイト
のディスク容量、64 Mバイトの
RAM、128 Mバイトのスワップ空間
が必要です。
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第 3 章「ソフトウェアの構成」

「構成スクリプトを実行する」の手順 7～手順 9を次の手順と差し替えてください。

7. フェイルオーバーグループ構成のプロンプトに答えます。

8. groupSignature を求めるプロンプトに答えます。

グループ環境内では、groupSignature はすべてのグループメンバーで同一である必
要があります。1メンバーからなるグループも可能です。これによって別のサーバー
が誤ってオンラインになるのを防ぎます。

9. スクリプトの処理が完了したら、/var/tmp/utconfig.<date-format>.log の内容を
確認し、エラーが発生しているかどうかを調べます。

10. 正常に完了したら、53 ページの「インストールと構成のテスト」に進みます。

Sun WebServer 2.1 /usr ソフトウェア—ドキュメントに 9.5

Mバイト、ログファイルに 2 M バイ
トのディスク容量が必要です。
メモリー— 64 Mバイト以上。推奨
値は 96 Mバイトです。

JRE 1.2.2 /opt 26.5 MB

# Configure this server for a failover group (y/[n])

表 2-3 Sun Ray サーバーソフトウェアに必要なディスク容量

製品 デフォルトのインス

トールパス

必要条件
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第 4 章「SSL 認証の構成」

SSL (Secure Sockets Layer)

表 4-2を次の表と差し替えてください。

プライマリ Sun Ray サーバーの SSL の構成

「プライマリ Sun Rayサーバーの SSL を構成する」の手順 4～手順 7を次の手順と差
し替えてください。

表 4-2 必要な情報

情報 例 説明

RootCA ユーザー rcauser 既存ユーザーまたは新規ユーザーを
指定します。

RootCA ディレクトリ /var/certs

RootCA 識別名 (DN) cn=rcauser,o=fun,c=we 表に表示するために簡略化していま
す。

RootCA パスワード rcapass RootCAとしてのログインを可能に
するために必要となります。

Sun Ray サーバーの rootのパ
スワード

rootpass Sun Rayサーバーの rootのパス
ワードです。

Web サーバーのドメイン名 eng.fun.com

*Web サーバーの IP アドレス 192.144.31.118

*Web サーバーの識別名 (DN) ou=eng,o=fun,l=laffland,
st=bliss,c=we

common name を除いたその他の属
性です。表に表示するために簡略化
しています。

*Web サーバーの証明書ディレ
クトリ

/var/certs/192.144.31.118 ディレクトリ名はWeb サーバーの
IP アドレスです。

*鍵パッケージパスワード keypass RootCAの資格作成のために必要と
なります。

*暗号化パスワード encpass Webサーバーの資格を構成するため
に必要となります。

*それぞれのフェイルオーバー Sun Ray サーバーに対して、追加の値を指定する必要があります。
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4. RootCA ユーザーとしてログインし、crca スクリプトを実行して RootCA 資格を作成
します。

crca スクリプトの問い合わせに対して、次の情報を入力します。

� RootCA識別名 (cn=rcauser,o=fun,st=bliss,c=we)
� RootCAディレクトリ (/var/certs)
� 鍵パッケージパスワード (keypass)
� 鍵パッケージパスワードの再入力 (keypass)
� 資格をネームサーバーに保存 (y)
� Sun Ray サーバーの rootパスワード (rootpass)

5. Web サーバーの証明書ディレクトリを作成し、アクセス権と所有者を設定します。

6. sslgencrd スクリプトを実行して、Web サーバーの証明書を生成します。

sslgencrd スクリプトの問い合わせに対して、次の情報を入力します。

� Web サーバー (httpd)のホスト名 (Return キーを押す)

� Web サーバーのドメイン名 (eng.fun.com)
� Web サーバーの common name 以外の識別名 (DN)

(ou=eng,o=fun,l=laffland,st=bliss,c=we)
� 暗号化パスワード (encpass)
� 暗号化パスワードの再入力 (encpass)
� 鍵パッケージのパスワード (keypass)

7. スーパーユーザーとなり、Web サーバーの証明書をインストールします。

# su rcauser
$ /usr/bin/crca

$ mkdir /var/certs/IP address
$ chmod 700 /var/certs/IP address
$ chown rcauser /var/certs/IP address

$ /usr/http/bin/sslgencrd -r rcauser -d /var/certs/IP address -i IP address

$ exit
# /usr/http/bin/sslstore -i IP address -p /var/certs/IP address 0
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注 – 上記のコマンド中の最後の文字はゼロです。

sslstore スクリプトから暗号化パスワードを要求されます。

注 – 暗号化パスワード encpass を入力します。鍵パッケージパスワードではありませ
ん。

SSL 構成に関する障害追跡

『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 管理マニュアル』で説明している「すべて
の SSL 情報を削除する」の手順では、SSL情報のすべてを削除できません。再構成を
有効にするには、次の手順でファイルを削除してください。

� SSL データベースを削除する

1. Sun Ray サーバーにログインするか、rlogin コマンドでログインしてスーパーユー
ザーになります。

2. cryptorand サーバーと skiserv サーバーの両方を停止します。

3. FNS (Federated Naming Service) ディレクトリを削除します。

4. RootCA ディレクトリに移動します。

/usr/bin/skilogin; Enter host key package password: encpass

# /etc/init.d/cryptorand stop
# /etc/init.d/skiserv stop

# rm -rf /var/fn

# cd /var/certs
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5. RootCA ディレクトリから、Sun WebServer サーバー証明書のディレクトリ、ファイ
ル、サブディレクトリを削除します。

6. cryptorand サーバーと skiserv サーバーの両方を起動します。

このマニュアルの 46ページの「プライマリ Sun Ray サーバーの SSL の構成」の
手順 4に戻って、SSLを再構成します。

注 – rootCA ユーザーを再作成する必要はありません。

SSL 経由の Sun Ray サーバーへのアクセス

『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 管理マニュアル』の第 4章に、次の情報を
追加してください。

Sun Rayサーバーに SSL 認証を構成して有効にしたあと、次の URLを入力して管理
アプリケーションにアクセスします。

https://servername:port

servername:port は、Sun WebServerのホスト名とポート番号です。デフォルトでは、
ポートは 1660です。

第 6 章「Sun Ray システムの管理」

「セッションマネージャーを再起動する」の手順を次と差し替えてください。

� セッションマネージャーの終了後、自動的に再起動しない場合は、次のように入力し
て utsvc をいったん停止して起動します。

# rm -rf new_cred_list keypkgs certs IP address

# /etc/init.d/cryptorand start
# /etc/init.d/skiserv start

# /etc/init.d/utsvc stop
# /etc/init.d/utsvc start
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第 8 章「Sun Ray 1 appliance の管理」

「『フェイルオーバーグループの状態』の情報について」の節の 2段目の段落を次の
内容に置き換えてください。

たとえば、図 8-9には 1つの一般のネットワークと 2つの Sun Ray インターコネクト
ファブリックがあります。Sunray5 (a) は、完全指定の IP アドレスネットワークにあ
るすべての Sun Ray appliance 用のフェイルオーバーとして使用できます。完全指定
の IP アドレスネットワーク (e) 上のネットワーク applianceはフェイルオーバーとし
て使用する予定はなく、完全に Sunray5 (a) 専用になっています。

「『フェイルオーバーグループの状態』の情報について」の節の 4段目の段落を次の
内容に置き換えてください。

ネットワークとネットマスクのヘッディング (完全指定の IP アドレス) は、監視され
ているすべてのネットワークを表します。グループのメンバーはグループアイコンに
よって表されます。画面に表示されている他の Sun Rayサーバーは、他のグループの
メンバーでもある可能性があります。ブロードキャスト情報が更新されて他のグルー
プが表示された別のサーバーを選択して、この情報を見てください。複数のグループ
がそれぞれのプライベートインターコネクトファブリック用に同じネットワーク ID
を使用することもできます。たとえば、Sunray5 と Sunray11 のグループは特定の
ネットワークを使用していて、これらの 2つのサーバー間でのみ接続が確立されてい
ます。

「構成例」の節の箇条書きの 2番目を次の内容に置き換えてください。

2. プライベートネットワーク (完全指定の IP アドレス)

「システムの状態」画面
「システム状態を見る」の節にある「システムの状態」ページが変更されました。図
4-1に、新しい「システム状態の状態」フレームを示します。使用しやすいように、

ページの配置が変更されました。
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図 4-1 サーバーの状態一覧

注 – 現在使用されているポリシーを示す「ポリシー」フィールドが、「システムの状
態」フレームから削除されました。「ログアウトしたユーザー」フィールドも削
除されました。

� グループとローカルのポリシーを表示する

� 「管理」→「ポリシー」ページに行き、関係するラジオボタンをクリックしてポリ
シーを表示します。
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表 8-2を次の表と差し替えてください。

「現在のデスクトップの表示」のページ

「現在接続されているデスクトップの一覧表示」の節で、「現在のデスクトップの表
示」画面が変更されました。現在は図 4-2に示すように「サーバー」の列が追加され
ています。

表 8-2 システムの状態の各フィールド

オプション 説明

デスクトップの状態一覧

接続したユニット インターコネクトファブリックに接続された Sun Ray

applianceの総数が表示されます。

切断したユニット インターコネクトファブリックから切断した Sun Ray

applianceの総数が表示されます。

トークンカードリーダー インターコネクトファブリックに接続されたトークン
カードリーダーとして設定された Sun Ray appliance の
総数が表示されます。

ユーザーの状態一覧

データベース中のユーザー LDAPデータベース中のユーザーの総数です。

ログインしているユーザー システムにログインしているユーザーの総数です。

有効なカード 有効なスマートカードの総数です。

無効なカード 無効なスマートカードの総数です。

カードを使用してログイン
したユーザー

スマートカードでログインしているユーザーの総数で
す。

カードを使用しないでログ
インしたユーザー

スマートカードを使用しないでログインしているユー
ザーの総数です。

システム情報

ルートファイルシステム Sun Rayサーバーの、総ディスク容量、使用済みディス
ク容量、使用可能なディスク容量です。

スワップ領域 Sun Rayサーバーの、総スワップ空間、使用済みスワッ
プ空間、および使用可能なスワップ空間です。
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図 4-2 「現在のデスクトップの表示」画面の変更

ログファイルの検査

Webベースの管理ソフトウェアのログファイルから、「最終更新日 $date」行が削除
されました。「ログファイルの検査」の節の図 8-11～図 8-14にあるこの行を無視し
てください。

第 10 章「Sun Ray ソフトウェアの削除」

「Sun Rayサーバーソフトウェアを構成解除する」の utadminを含む手順 8の出力例
は正しくありません。デフォルトの CGI ユーザー名は utwww です。

手順 8の出力画面を次のものに置き換えてください。

Un-configuration of Sun Ray server Software

Unconfigure Sun Web Server 2.1 ([y]/n)y
Delete CGI username account ([y]/n)y

About to un-configure the following software products:

Sun Directory Services 3.1
Sun Web Server 2.1
Sun Ray enterprise server 1.2

Continue ([y]/n)y
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Sun Ray サーバーソフトウェアの構成解除

「Sun Rayサーバーソフトウェアを構成解除する」の手順 9を次の手順と差し替えて
ください。

9. スクリプトが完了したら、エラーが発生していないかどうかを確認するために、
/var/tmp/utconfig.<date-format>.log を調べます。<date-format> は、
year_month_day_hour:min:sec の形式です。

Sun Ray ソフトウェアのアンインストール

「Sun Rayソフトウェアをアンインストールする」の手順 4を次の手順と差し替えて
ください。

4. スクリプトが完了したら、エラーが発生していないかどうかを確認するために、
/var/tmp/utinstall.<date-format>.log を調べます。<date-format> は、
year_month_day_hour:min:sec の形式です。

付録 A「障害追跡」

サーバー関連の質問

付録 Aの「サーバー関連の質問」に続く回答では、ユーザーに /etc/systems ファ
イルを編集するように記述されています。このファイル名は正しくは /etc/system

です。

質問 : Unable to get pty というエラーメッセージを受け取りました。原因は何で

しょうか。

答え : Sun Ray サーバーは、定義された数の擬似端末をすべて使い尽くしました。十
分な数の疑似端末がシステムに定義されていないと、ユーザーはシェルウィンドウの
起動やログインができません。たとえば、50台の Sun Ray 1 appliance でネットワー
クが構成され、pty エントリに 40が設定されていると仮定します。41番目のユー
ザーがシェルウィンドウを開こうとすると、このエラーメッセージが表示されます。
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スーパーユーザーとして、/etc/systemファイルの pt_cnt値をより大きな数に変更
して (少なくてもユーザー数の 4～ 5倍)、使用可能な擬似端末数を増やしてくださ
い。変更を有効にするには、サーバーを再起動する必要があります。

ユーザー関連の質問

付録 Aの「ユーザー関連の質問」の節では、次の質問に対する回答は 2とおりの可能
性が考えられます。

質問: 画面がロックしています。どうすればいいでしょうか。

2番目の可能性の解決方法 C の手順 iを次の内容と置き換えてください。

i. X サーバーの PID を特定するには、次のように入力します。

管理マニュアル (上級編)

サーバーの回復

ldbmcat コマンド

『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 管理マニュアル (上級編)』の 39ページの手
順 1で説明している ldmcat コマンドの名称は正しくありません。正しい名称は次の
とおりです。

# set pt_cnt=40
set pt_cnt=200

# ps -ef | grep Xsun | grep username

/opt/SUNWconn/sbin/ldbmcat /var/opt/SUNWconn/ldap/dbm.ut/id2entry.dbb> \
/tmp/store
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ldif2ldbm コマンド

『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 管理マニュアル (上級編)』の 40ページの手
順 3で説明している ldif2ldbm コマンドのパスは正しくありません。正しいコマン
ドは次のとおりです。

Group/LDAP パスワード

フェイルオーバーグループ中にグループパスワードが確立されると、ローカルでパス
ワードに加えられた変更は、すべてのデータベースの新規パスワードに複製されま
す。このときデータベース中のパスワードは、各サーバーのローカルパスワードとは
同期しません。

ユーティリティーと認証マネージャをデータベースと同期させるには、フェイルオー
バーグループにある個々のサーバーのパスワードを変更してください。

初期パスワードを変更するには、GUI管理ツールかコマンド行から utpwコマンドを
使用してください。以降のフェイルオーバーグループにある他のサーバー上のパス
ワードの変更は、コマンド行インタフェースで実行する必要があります。

� ローカルパスワードを変更する

� 各サーバーに手動ログインし、次のコマンドを入力します。

新しいパスワードを入力するように要求されます。

� サービスを再起動する

� 次のコマンドを入力します。

パスワードの変更後は、サービスを再起動する必要があります。

/opt/SUNWconn/sbin/ldif2ldbm -c -n 2 -j 10 /tmp/store

# /opt/SUNWconn/sbin/utpw -f

# /etc/init.d/utsvc stop
# /etc/init.d/utsvc start
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utreplica コマンドの使用

utreplica コマンドは、サーバーグループを管理・構成するユーティリティーです。
このコマンドは、utconfig コマンドと組み合わせて使用します。utreplica コマン
ドは、Sun Ray LDAP サーバーの構成を、フェイルオーバーグループにある指定した
主サーバーから各副サーバーへの管理データの複製が可能となるように設定します。
このコマンドの構文は、ユーザーが主サーバーを構成するか、または副サーバーを構
成済みグループの一部とするかによって変わります。

utreplica コマンドの構文は、『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 管理マニュ
アル (上級編)』のリリース時から変更されています。新しい構文は次のとおりです。

このコマンドは、utconfig コマンドによって管理のために構成された Sun Ray サー
バーにだけ使用してください。

注 – utreplica コマンドは、まず最初に主サーバー上で実行し、それから各副サー
バー上で実行させてください。

副サーバーを追加するには、utreplica -uコマンドを実行して主サーバーと副サー
バーを再構成してください。この操作をせずに副サーバーを追加しようとしても、
サーバーは追加されず、しかもエラーメッセージは出力されません。

注 – このコマンドを動作させるためには、グループ中の全サーバーを同一のグループ
マネージャシグニチャーで構成する必要があります。

utreplica コマンドの追加情報とオプションについては、utreplicaのマニュアル
ページを参照してください。

utreplica パスワード

utreplica コマンドでは、フェイルオーバーのためにサーバーを構成するときには
@(UTPASSWD) は必要ありません。

# /opt/SUNWut/sbin/utreplica -p secondary-server [secondary-server] . . .
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主フェイルオーバーサーバーとローカルポリシーの設定

主サーバーは useLocalPolicy=trueの設定はもてません。実際には auth.props

ファイルをオーバーライドします (エキスパートモードの場合)。グループポリシーに
準拠しないグループにあるサーバーの実行は可能です。この状況にはセキュリティー
上の問題があり、さらにサンでは、このような使用については主サーバーでなく、副
サーバーに制限しています。このように変更した場合、主サーバー上のグローバル管
理ツールは、グループ内で動作しないことがあります。ユーザーが受け取ったポリ
シーが、ユーザーの当初の意図と異なることがあります。これは正確にいえば、ツー
ルとユーティリティーの相互作用の結果です。

注 – LDAPとフェイルオーバーのドメインは同一である必要があります。

注 – ポリシーの設定や変更は、副サーバーでなく、主フェイルオーバーサーバー上で
実行してください。

utreplica コマンドは、LDAP ドメインの構成や定義を行います。フェイルオー
バードメインの構成は、utgroupsigコマンドを使用してください。
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第1章

補足情報

この章では、パッチや既知の問題、マニュアルの訂正など、補足情報について説明し
ています。

� 59ページの「既知の問題」
� 64ページの「その他の問題」
� 68ページの「補足情報」

既知の問題
次のセクションでは、既知の問題とその回避策について説明します。

システム管理者関連の問題

疑似端末の制限

疑似端末数 (pty) が設定した上限に達した場合は、ユーザーは端末ウィンドウを開く
ことや、その他のシェルを起動するアプリケーションを開始できなくなります。この
問題は、端末の最大数を低く見込んで設定した場合に発生することがあります。

pty数が上限に達しているサーバーに Sun Ray ユーザーがログインしようとした場
合、画面が一瞬白くなり、新規の dtlogin画面が表示されます。この障害が前述の
ptyの問題によるものかは明らかではありません。現時点では、この問題の発生を示
す診断やその他のメッセージは、/var/adm/messagesには記録されません。
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回避策: Sun Ray環境では、ptyリソースは、Sun Rayサーバーと関連する全 Sun Ray
セッションの両方で共有されます。pty の制限を適切な数値に設定して、リソースが
制限数を超えないようにする方法は、『Sun Ray Enterprise Server Software 1.1 管理
マニュアル (上級編)』の付録「障害追跡」で説明しています。

使用可能な疑似端末数を増やすには、スーパーユーザーとなって /etc/systemファ
イルの pt_cnt の値を編集してください。変更の基本的なルールは、ptysの数値が
ユーザー数×１ユーザーあたりの平均使用ウィンドウ数となります。pt_cntの数値
を少なくてもユーザー数の 4～ 5倍に設定してから再起動してください。

次に数値を変更する例を示します。

注 – /etc/system の設定を変更した場合、変更を有効にするためには
reboot -- -r コマンドを使用して再起動してください。

Sun リソースマネージャ (SRM)

Sun Ray Server Software 1.2 で実行中の SRMの呼び出しには、2つの問題が確認され
ています。

1. ロックの問題

Sun Ray enterprise Server Software 1.0と 1.1の SRMの実装が 1つの SharePcntLock
を含むので、同時に多数のユーザーがログインすると、すべての Sun Ray appliance
と Sun Rayサーバーとの接触が失われます。この競合が解決されるまで、全 CPU に
おいてシステムが停止したように見えるロックが発生します。この間、Sun Rayデー
モンのプロセスは実行不可となり、「ハートビート」メッセージを送信します。その
ため、Sun Ray appliance はシステムが失敗したと認識し、リセットします。

2. 可用性の問題

SRMソフトウェアは、元来少数のリソース集中型タスクの管理用に設計されていまし
た。各ユーザーが異なるシェアグループにいる多数の対話型セッションの管理は想定
されていません。SRMソフトウェアが Sun Ray サーバー上で構成されている場合、
デフォルトの動作は各ユーザーを区切られたシェアグループに配置します。SRMは多

# set pt_cnt=40
set pt_cnt=200
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数の Sun Rayユーザーとプロセスを正しく管理することはできません。その結果、シ
ステムはオーディオとビデオのパフォーマンス低下とともに実行速度は遅くなり、前
の問題と同じような症状が見られます。

回避策:

1. SRMなしで Sun Rayを実行します。

各 Sun Rayユーザーから使用されるリソースを制限するには、limit(1)、
ulimit(1)、quota(1M)コマンドを使用してください。

Sun Rayユーザーによるリソースの使用を制限する例を、次に示します。このスクリ
プトを使用するには、このスクリプトを /etc/dt/config/Xsession.d/ディレク
トリにコピーして、パーミッションを実行可能にします。これでログインしたユー
ザーには、リソース制限が適用されます。

2. Sun Rayソフトウェアを SRM (1.0/1.1/1.2) と異なるドメインで実行します。

#!/bin/ksh

# Set default limits

#
# Data/stack size in KB (1GB/200)
#
ulimit -d 1000000
ulimit -S -d 500000
ulimit -H -s 1000000
#
# VM
#
ulimit -S -v 1000000
#
# Core file size in blocks
#
ulimit -c 500000
ulimit -S -c 200000
#
# Soft file-size limit 500MB
#
ulimit -S -f 1000000
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複数のドメインにパーティション化できるハードウェアプラットフォームでは、SRM
と Sun Rayサーバーを別のドメインで実行してください。SRMは適切なサイズのド
メイン上にある少数の大規模なリソース集中型タスクを管理するために使用し、SRM
のないドメイン上で Sun Ray Server Software 1.2 を実行してください。

Sun Ray オーディオの問題

Sun Rayサーバーは、接続されている各 appliance のオーディオ装置のサポートを要
求されます。従来は、オーディオドライバへのアクセス方法として /dev/audioデバ
イスファイルがプログラムによって使用されていました。これは単一ユーザーのワー
クステーションでは問題ありませんが、Sun Rayサーバーではこのデバイスファイル
はユーザーの使用している Sun Ray appliance でなく、サーバー自体のオーディオ装
置へのアクセスとなります。

最近の慣習では、オーディオ装置の名称を含む環境変数 $AUDIODEVを定義するよう
になっています。Sun Rayセッションの起動時に、この変数をたとえば
/tmp/SUNWut/dev/utaudio/55という形式で、現在の Sun Ray appliance の適切
なオーディオ装置に設定します。したがって、オーディオ装置名を取得するために環
境変数 $AUDIODEV を使用するプログラムは、Sun Ray appliances 上で正しく動作し
ます。ただしこの慣習に準拠せず、/dev/audioを直接使用する古いアプリケーショ
ンでは、問題が発生します。

回避策: Sun Ray Server Softwareといっしょに出荷されるライブラリは、
/dev/audio と /dev/audioctlデバイスを $UTAUDIODEVに含まれる値に透過的
に変換します。この値は通常は $AUDIODEVと同じです。このライブラリは
libc_ut.so と呼ばれ、環境変数 LD_PRELOAD=libc_ut.soの設定によって制御さ
れます。この LD_PRELOAD変数は、Sun Rayセッションの起動スクリプトによって設
定され、/dev/audio を開かないプログラムの正常な操作を、通常は干渉しません。

いくつかのプログラム、特に SunOS™ 4 のバイナリや静的にリンクされたプログラム
は、LD_PRELOAD の設定のために動作しません。通常は libc_ut.soが見つからな
いというエラーメッセージを出して終了します。この問題を解決するには、これらの
プログラムを起動する前に環境変数 LD_PRELOADを設定解除してください。また、こ
の環境変数の設定で正しく実行されない SunOffice のようなプログラムもあります。
理由のわからないプログラムの障害が発生したときは、この変数が原因かどうか確認
するために、LD_PRELOAD を設定解除してからプログラムを再実行してみてくださ
い。
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音声を使用するアプリケーションによってより広く採用されている $AUDIODEVの慣
例に合わせて、Sun Ray software 1.2 では LD_PRELOADのデフォルト設定が変更され
ています。Solaris 2.6 または Solaris 7 オペレーティング環境上にソフトウェアがイン
ストールされる場合は LD_PRELOADは前の段落で説明した設定のままです。しかし
Solaris 8オペレーティング環境では、デフォルトで上記の設定にはなりません。した
がって、Solaris 8ソフトウェア上で動作するアプリケーションで依然 /dev/audioを
使用しているものは正しく動作しません。このようなアプリケーションを起動する前
には、LD_PRELOAD=libc_ut.soの設定が必要です。可能であれば、この問題に関
係のあるアプリケーションを起動する前に、LD_PRELOADを設定するラッパースクリ
プト中にあるこの変数を設定してください。

ユーザー関連の問題

緑トカゲカーソル

セッションを実装しているスクリプトは、画面を 1回だけ描画します。画面の描画後
にカードが取り外され、セッションが削除される前に再度挿入されると、画面には緑
トカゲのカーソルだけが表示されて他には何も表示されません。

登録されていないカードをユーザーが挿入した場合は、NO ENTRYのサインが表示さ
れます。

ユーザーがカードを引き出し、少し待ってから再度カードを挿入したときに、緑トカ
ゲのカーソルが表示されます。

回避策: 15秒くらい待ってからカードを再挿入すれば、正常な画面が表示されます。

� 必要なポリシーを設定する

次のコマンドを入力します。

� 新規ポリシーを強制的に設定する

次のコマンドを入力します。

# /opt/SUNWut/sbin/utpolicy -a -r card -z pseudo -t clear -t add:080020a85170

# /opt/SUNWut/sbin/utpolicy -i soft
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その他の問題

グループシグニチャー

Sun Rayサーバーをフェイルオーバー用に構成したい場合、グループシグニチャーが
要求されます。このシグニチャーは最小 8文字以上で 1文字はアルファベット以外の
文字であるパスワードのようなものです。フェイルオーバーグループでは、すべての
Sun Rayサーバー用にこの一意のシグニチャーを使用してください。

ログファイル

次のログファイルは、最初に utadmスクリプトが実行されるまでは作成されません。
ログ処理の参照先は、utadmスクリプトが実行されるまでは保守されません。

� /var/opt/SUNWut/log/auth_log

� /var/opt/SUNWut/log/admin_log

� /var/opt/SUNWut/log/messages

rootdn パスワード

/opt/SUNWut/sbin/utpw コマンドを起動すると、次のようにユーザーにパスワー
ド入力を要求します。

ここには、以前の Sun Ray管理パスワードを入力してください。

フェイルオーバーグループ

フェイルオーバーグループにある Sun Rayサーバーのどれかで utadminのパスワー
ドが変更されたされたされた場合、それ以外のサーバーにあるパスワードを同期させ
る必要があります。

Enter SunDS “rootdn” password:



第 1章 補足情報 65

� パスワードを強制的に同期させる

1. 各サーバー上で次のコマンドを実行してください。

2. それから utadmin の新しいパスワードを入力します。

注 – このときパスワードの入力を促すメッセージは表示されません。新しいパスワー
ドを入力して Returnキーを押してください。パスワードは画面に表示されま
す。

バックアップファイル

utconfig -u と utinstall -u の実行後には、次の 2つの Sun Ray固有のファイ
ルだけが残ります。

� /etc/opt/SUNWut/auth.props.bak

� /etc/opt/SUNWut/gmSignature.bak

これらのバックアップファイルは、安全に削除できます。Sun Rayソフトウェアと
いっしょにインストールされたパッチは、Sun Ray 固有のものでないので削除されま
せん。

SSL

utconfig によって SSL は直接更新されますが、SSLサービスは
/etc/http/utadmin.httpd.confファイルを編集することで、使用不可にできま
す。

次の行と文字列のある行を検索してください。

SSL を使用不可にするには、文字列を ssl_enable no に変更します。

/opt/SUNWut/sbin/utpw -f

ssl_enable yes
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utadm スクリプト

サーバーのオフライン化

Sun Ray Server Software 1.2 リリースでは、Sun Ray サーバーをオフラインにできる
ようになりました。この機能により、フェイルオーバーグループにあるサーバーを保
守の目的で、有効なサービスからより簡単に取り外すことができます。オフライン状
態では、負荷均衡の結果として、サーバー上で新しいセッションは生成されません。
サーバー上に以前からあるセッションはそのまま存在し続け、終了されるまで動作し
続けます。

� サーバーをオフラインにする

� コマンド行インタフェースから次のように入力します。

� サーバーをオンラインにする

� コマンド行インタフェースから次のように入力します。

utfwadm コマンド

注 – -zオプションは Sun Ray Server Softwareの使用のために予約されています。使
用しないでください。

スクリプトの手順

現在 utadm スクリプトは、Sun Rayインタフェースを構成する前に、DHCPサービ
スを構成します。

# /opt/SUNWut/sbin/utadm -f

# /opt/SUNWut/sbin/utadm -n
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再構成

utadm -a interface スクリプトを使用して Sun Ray プライベートネットワークを設定
した後で、派生するネットワークを再構成する前に utadm -d interface スクリプトを
実行する必要があります。

Xsession.d ディレクトリ

Sun Ray enterprise Server Software 1.0では、Xsession.dディレクトリは、
/etc/dt/config にありました。Sun Ray enterprise Server Software 1.1では、
Xsession.d ディレクトリは、/usr/dt/configにあります。

トークンリーダー

トークンリーダーとして Sun Ray appliance を構成する前に、認証ポリシーがトーク
ンリーダーをサポートしている必要があります。詳細については、『Sun Ray
Enterprise Server Software 1.1管理マニュアル』の「認証ポリシーの選択」を参照し
てください。

Ethernet アドレスの位置

Ethernetアドレスは、各 Sun Ray applianceの背面にあります。各アドレスは 080020
から始まるシーケンスです。

表 1-1 Sun Ray Applianceの Ethernetアドレスの位置

Sun Ray Appliance 位置

1 背面の左側

100 左側面の後部

150 右側面の後部
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補足情報
Sun Ray Server Software 1.2 に関連する補足情報については、次のWeb サイトを参照
してください。

http://www.sun.com/sunray/


